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本研究は、ヒトの主要な膜受容体である GPCR（G タンパ
ク質共役受容体）(300 種類)や、RTK （チロシン燐酸化酵素
型受容体）(60 種類)のほぼすべての分子種について、受容体
近傍の膜脂質との相互作用による会合動態、拡散、機能制御
を明らかにするものである。 
国際的にも評価されてきた応募者の膜受容体に関する研究

成果に裏付けされた独自の視点と、自ら開発した網羅的単一
分子計測技術や脂質認識タンパク質プローブ及びナノディス
ク再構成技術を駆使して脂質組成と膜受容体の構造・機能ダ
イナミクスの分子メカニズムに迫ることで、ユニークかつ優
れた成果が期待できる。 
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